
目指す将来像の実現のために、３年間で育成を目指す資質・能力 ≪十高クオリティ≫

指導の三本柱

学校行事・課外活動

【本校独自の資源】
・アドバンストクラス
・電子黒板、タブレット端末などの
ＩＣＴ機器
・高校と地域との連携・協働体制
構築事業 （県教委）
・多様で柔軟な学びの推進に向
けた遠隔教育配信拠点形成事
業 （県教委）
・地域連携
まちなか×GAKUENSAI
地域中高各教科連絡会
市のキャリア育成事業
まちの産業発見塾

他

【連携が可能な資源】
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身につけた≪十高クオリティ≫を活用し、様々な分野で活躍できる人材

○３年間の目標を設定し、その達
成に向けた具体的な行動をス
タートする。

○十高での学校行事の意義を理
解し、主体的に関わる。

○目標の達成に向けた成果と課
題を検証し、目標達成に向けた
意識と行動を洗練させる。

○次年度の行事運営をイメージし
ながら学校行事に関わる。

○各自の目標達成のため、粘り
強く最後まで活動に取り組む。

○目指すべき学校行事像を意識
した行事運営を行い、次年度以
降に継承する。

○ローカルの視点とグローバルな
視点との両面を意識しながら、
自らが目指す将来像について
情報を集め、考え始める。

○思い描く将来像とその実現のた
めの道筋をより具体的にイメー
ジできるよう、自身の適性を知
り、様々な情報を分析する。

○故郷に誇りと愛着を持ち、同時
にグローバルな視点も意識しな
がら自らの将来像を明確にイ
メージし、その実現のために具
体的に行動する。

○「主体的、対話的で深い学び」
を発展させる。

○進路目標を明確化し、目標実
現に向けた学習を発展させる。

３年生 ≪十高クオリティ≫を社会で活用できる力（実践力）へ展開

２年生 ≪十高クオリティ≫の定着に向け、より発展的で実用的な力（応用力）を養成

１年生 ≪十高クオリティ≫の育成に必要となる、基礎的な力（基礎力）の定着

小・中学校での学び

○「主体的、対話的で深い学び」
を、より高度に実践する力を醸
成する。

○進路実現に向けた個別の学習
方法を探究する。

○「主体的、対話的で深い学び」
の実践を重ねる。

○学習習慣を定着させ、進路に
ついて情報を集め、考え始める。

キャリア教育学習指導・進路指導

新潟県立十日町高等学校（全日制課程）グランドデザイン 2024

知力・学力【識(し)る】
授業等で学習した各教科等の内容を理
解し、自らの成長のために、それらを主体
的に活用する力

分析的実行力・継続力【うごく】
自分の能力や生活を客観的に評価し、
具体的かつ主体的に課題解決に向けて、
柔軟に粘り強く行動し続ける力

社会適応力・発信力【つながる】
自分を取り巻く多様な社会や環境を、グローバ
ルな視点とローカルな視点で正しく理解し、自身
の意見を適切に発信する力


